新体操個人競技における演技構成と採点法に関する一考察―第15回世界新体操選手権大会（なわ・輪）― by 長谷川 洋子














と同様に，構成・実施の 2つの審判団に分割される方式が提案され， F.I, G・主催の国際大会
において採用され始めている。また，ボーナス点についても細かい点に手が加えられた結果，




































ア (BUL)の各 2名の選手，計 4名を分析対象とした。
< URS 〉•アレキサンドラ ティモヽンェンコ (AlexandraT IMOCHENKO) 
・オクサナ スカルディナ (Oksana SKALD I NA) 
〈BUL〉・ミラ マリノバ (MilaMARINOVA) 
•クリスチナ シェケロバ (Kristina SHEKEROVA) 
表 1 第 15回世界選手権大会の個人総合競技成績
順位 選 手 名 国名 なわ 輪 ボール こん棒 合計
1 オクサナ スカルディナ!URS 10.000 9.soo I 9.775 10.000 39.575 
2 アレキサンドラティモシェンコ URS 10.000 9.750 9.900 9.800 39.450 
3 ミラ マリノバ BUL 9.750 9.800 9.900 9.700 39.150 
4 クリスチナ シェケロバ BUL 9.750 9.650 9,725 I 9,750 38.875 
5 イリナ デレアヌ ROM 9.700 9.650 9,600 9.650 38.600 









構成 構成 実施 合計
1 A.ティモシェンコ URS 6.800 3-1751l 9-975 A.ティモシェンコ URS 6,800 3.200 10.000 
2 K.シェケロバ BUL 6.800 3.000 9.800 M.マリノバ BUL 6.800 I ！3.175 9.975 
3 o.スカルディナ URS 6.800 2.925 9.725 o.スカルディナ URS 6.800 3,150, 9.950 
4 I.デレアヌ ROM 6.750 2.925 9.675 K.シェケロバ BUL 6,750 2.975I 1 9.725 
5 M.フェランデス ESP 6.750 2. 900, 9. 650 c.アセド ESP 6.700 2.900 9.600 












中級難度 (DM) 高級難度 (DS) 超高級難度 (DSS)
Medium Difficulties Superior Difficulties Super Superior Difficulties 
ジャンプ ＾ AM s DMジャンプ2連続
T T.T . DSバランスと他のDSバランスの連続
Oc ,s DSピボット 1回転 @r DSピボット 2回転
2回転 (720°) R 3回転 (1080°) 
If MGキック
”n, もぐり回転 2連続






IV. 結果 及び 考察
1. 徒手要素別の難度数（表4)
1989年に改訂された採点規則により演技構成に含まれなければならない難度等が明確にされ























表 4 徒 手 要 素 別 の 難 度 数
選ロニ：t1；：イニ／二；S口1ロロニS□
ピボット 1'11 2 
柔 軟 I 3 ! 1 1 2 I I I 3 
組合せ
ー1ロl9 ー 3 i 0 8 
合計
13 10 
伴手具う操難作度数に =〗□1Ji_4 4 
準アクロ沙卜 2 
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2 手具の諸要素および操作方法（表5• 6) 
それぞれの手具には構成上必ずいれなければならない要素が決められている。『なわ』の必
須要素は， 「なわとびでのステップのシリーズ」 「なわとびでのジャンプ (3連続ジャンプを
含む）」をそれぞれ 3種類と「二重とび」などである。 『輪』の必須要素は， 「ころがし（床















要；厨 選手 A,T, Q. s. M,M, K, S, 安系 --バ巽手 A.T. o. s. M.M. K. s. 
ステップ ニ二翫リーとびズ
3 3 3 4 
な | 
ゎ
□単—連続発 1 1 I t ジャンプ 2 3 3 2 
ジャンプ
LDS  1 1 1 2 
DM 3 3 1 3 
ころがし
床 上 2 2 1 1 
体 上 1 3 1 1 
二重とび 1 1 1 1 ひねり 投 げ 2 4 2 5 
DS 1 1 1 
リ




2 3 3 
ボーナス加点 0.2 0.2 0.1 0.2 
回 し その他 3 3 I 3 
左手 D S 1 1 2 3 
DS 1 1 1 1 
リ




1 2 1 1 
ボーナス加点 0.2 0.2 0.2 0.2 
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表 6 手具の操作法別実施回数および時間（実施時間と全体に占める割合）
―モシェンコ I o.スカルディナ M.マリ ノバ I K. ．ンェケロバ
：口．5f~7 41 
わ杓 け 15 11 7 132:□：ロ：／口1
'l  I ーロ
輪 I投 げl 9 |18”1i 21 1 1 10 | 20”1 | 23.2 |［尺□□□〗：
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分 析 上 の 採 点 競技会での得点
構 成 実 施





A. 0.21 0.2 0.2 
なティモシェンコ 6.4 6.8 3.0 3.2 10.000 6.80 3.175 9.975 
ゎ K. 3連続シャンプー0.3 0.2 I 0.2 ジャンプの大きさー 0.1 ゜、ンェケ ロノ‘‘̀ 6.1 6.5 ミスー 0.1 2.8 2.8 9.300 6.80 3.00 9.800 
A, 0.2 I 0.2 0.2 
ティモシェンコ 6.1 6.8 3.0 3.2 10.000 6.80 3.20 10.000 
輪：I iM, ジろャがンプー 0.1 0.2 ¥ 0.2 ジャンプの大きさー 0.1 ゜マリノバ こ し一 0.3フロアーー 0.1 5.9 6.3 2.9 2.9 9.200 6.80 3.175 9,975 
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